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１．はじめに 
 リサーチ・アドミニストレーター (university research administrator／URA) という職種は，

日本の研究機関において平成 22 (2010) 年前後から導入・普及が始まったとされる 1),2)．URA
は，研究機関において研究支援を行う専門職人材とみなされ 3)，研究職・事務職をつなぐ「第

三の職」の一つと位置付けられている 4)． その数は，平成 23 (2011) 年度に文部科学省によ

り「リサーチ・アドミニストレーターを育成・確保するシステムの整備」事業が開始されて

から右肩上がりに増え，令和 3 (2021) 年度には国内の 194 の研究機関に計 1,600 人以上が配

置されている 5)．このように，URA という職種は日本の研究機関で定着しつつあるといえる．

一方，URA は有期雇用が多い 5),6),7)．よって，より詳細な定着状況を知るためには，配置数と

求人件数の関係も視野に入れるべきであろう．そこで本稿では，国立開発法人科学技術振興

機構 (JST) が運営する JREC-IN Portal に掲載された求人公募情報を用いて，URA の求人件数

の時系列推移の調査を行う． 
 
２．調査概要 
 本研究で用いた URA の配置数は，上記「整備」事業が開始された平成 23 (2011) 年度より，

文部科学省の Web サイト 5),6)に掲載されている資料の集計値である． 
 URA の求人件数は，川島 2016 7)および杉原 2023 8)と同様に，JST が運営する研究関連人材

のキャリア支援ポータルサイト JREC-IN Portal に掲載された求人公募情報を利用する．2010
～2021 年度の間に掲載された「アドミニストレーター」という語句を含む求人から，さらに

教育職・教育支援職であると判断される求人を除いた 1139 件を本稿の分析対象とする． 
 
３．結果および考察 
 図 1に文部科学省の調査結果による URA の配置数，および JST の JREC-IN Portal における

URA の求人件数の時系列推移を，図2に URA の配置数に対する前年度の求人件数の比率を，

図 3に URA の配置数の前年度からの差分と，前年度の求人件数との関係をそれぞれ示す． 
図 1 より，URA の配置数の増加に伴い，JREC-IN Portal における求人件数も増加傾向にあ

ることが見て取れる．図 2 からは，文部科学省の「研究大学強化促進事業」開始の翌年度で

ある平成 26 年度からの 2 年間，および直近の令和 1〜3年度の 3 年間は URA の配置数の 1 割

近くの求人件数が掲載されていることがわかる．図 3 からは，令和 1 (2019) 年度以降は，配

置数の増加分を上回る URA の求人件数が前年度に掲載されていることがわかる． 
よって，(1) 配置数が増えると共に URA の求人件数も増加傾向にあることから，国内の研

究機関が新規 URA 獲得の際に JREC-IN Portal に求人の掲載依頼をする機会が増えている，(2) 
配置数の増加分を上回る求人件数が掲載されていることから，初任の URA だけではなく，求

人公募情報を利用して雇用期間終了前後に転職を行う URA 経験者が存在する可能性がある．

他に，人材が集まらず，複数研究機関から再公募がかかっている可能性も考えられる． 
 
４．まとめ 
 本稿では，日本における URA のより詳細な定着状況を知るために，文部科学省の「リサー

チ・アドミニストレーターを育成・確保するシステムの整備」事業が開始された平成 23 (2011) 
年度以降の URA の配置数および JST の JREC-IN Portal における URA の求人件数の時系列推

移の関係を調べた．その結果，令和 1 年度以降は，配置数の増加分を上回る URA の求人件数

が掲載されていることがわかった．これより，URA 初任者だけではなく，URA 経験者が求人

公募情報を利用し，特に直近の 3 年間では活発に組織間を流動している可能性が示された． 
今後も，文部科学省の「研究大学強化促進事業」終了後の URA の配置数と，JST の JREC-

IN Portal におけるリサーチ・アドミニストレーターの求人件数との関係を注視していきたい． 
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図 2. URA の配置数に対する前年度

の求人件数の比率 

図3. URAの配置数の前年度からの差分と，

前年度の求人件数との関係 

図 1. URA の配置数と JREC-IN Portal の求人件数の時系列推移 




